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〇二年生から三年生まで 

 私はもともとチーム峰の原を希望していませんでした。チーム山岳観光(たしか)に入り

たいと思っていましたが、人数の関係上そのチームは発足されませんでした。言い方は失

礼かもしれないが、似ているようなチームを探したところチーム峰の原を見つけ入りまし

た。二年生のころはまだ峰の原について全く知りませんでした。また一度も峰の原に行っ

たこともありませんでした。滝戸さんやゆうやさんなどのおかげもあり、峰の原の知識が

入ってきました。しかし峰の原にリピーターや観光客を誘致するのは、峰の原のことを知

れば知るほど難しいものだと感じました。三年生になると自らイベントの計画をしたり、

さまざまなイベントを実施したりしました。 

 

〇四年生以降 

 四年生になると就活や内定者研修などもあり、参加できる回数が減ってしまいました。

四年生にだからこそできることを考えた時に今まで三年間峰の原に携わってきたことを記

録に残して後輩や後継者のために残そうとチーム情報発信に所属しました。 

 

〇最後に 

 峰の原は正直魅力が少ないと思います。しかしいい場所ということは間違いありませ

ん。私たちの世代では解決することができなかった問題を後輩たちには、解決してほしい

です。私は就職して長野県を離れますが、長野県に観光しに来た時に有名になっているこ

とを願っています。 


